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視力ファースト・キャンペーン

Photo Caption: 1990年、視力ファースト・キャンペーンにより資金を提供された初期の事業のいくつかは中南米で行われ、目的はその全域で失明の主原因となっていた白内障を治療することでした。
「新たな事業には常に冒険が伴うものであり、ライオンズが失明者に奉仕する方法は、常に世界で初めての試みです。」これは1927年、ヘレン・ケラーがライオンズクラブ国際協会に盲人の騎士となるよう求めてからちょうど2年後に述べた言葉で、彼女の行動への呼びかけにライオンズが応えていたことの証しです。しかし、60年以上経ってからも多くの仕事が残されており、ライオンズがさらなる新事業に乗り出す時が来ていました。
1980年代の後半には、世界中で3,800万人の人々が失明に苦しんでいました。専門家の予測によれば、歯止めをかけなければその数は次世代までに2倍を超え、8,000万人に達する恐れがありました。
この暗い状況の中にも、明らかに一筋の希望の光がありました。失明に至る全症例の恐らく80%は予防、治療、回復さえ可能なものと推定されており、視覚障害者の約90%が暮らす発展途上国で進歩を妨げていたのは、重大ながらも克服できる課題でした。事態は切迫していたものの、解決できないわけではなかったのです。

一年余りの準備作業を経て、ライオンズクラブ国際財団の理事会はオーストラリア、ブリスベンでの1991年6月の会議で正式に視力ファースト・キャンペーンを開始しました。それは時を移さず、LCIF史上最も意欲的で大規模な資金獲得運動となりました。
視力ファースト・キャンペーンの目標は1994年6月までにUS$1億3,000万を集めることで、各地のライオンズが行う事業に交付金を提供し、あらゆる形での失明を克服しようとするものでした。ライオンズはその点を考慮して、容易に回復・治療できる病に対応するプログラムを構築し、発展途上世界の人々に直接実益をもたらすことを重視しました。
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1990年代初期に最も多く見られた失明の原因は明らかに白内障で、通常は老化に伴い目のレンズが曇ることによりますが、先天的欠陥に起因する場合もあります。米国では白内障手術が一般的、安全、非常に効果的なものとして長く行われていたにも関わらず、発展途上国では大きな障壁と闘う必要がありました。白内障の原因・症状・治療に関する教育の不足や、診断と治療に対する根拠のない恐れといった障壁です。

広く啓発キャンペーンを行うことも認識向上に役立ちましたが、僻地では医療を受けられないこと、治療を早めるための交通・通信インフラが不足していること、教育を受けた眼科専門家・施設・技術が乏しいことなど、克服すべき多くの根本的な課題が残されていました。

そのため、視力ファースト・キャンペーンの焦点は、資金とボランティアを集めて可能な限り多くの障壁を取り除くことに置かれました。一つの例は治療施設への交通手段を提供するために生まれたプログラムで、無数の地元ボランティアが医療当局を支援し、患者が眼科病院と往復できるよう手を貸しました。こうした取り組みは2001～2002年度に任期を務めたJ. フランク・ムーアIII世元国際会長に、誇らしげに次のように言わしめています。「ライオンズはある目的のために献金するのみならず、惜しみなく積極的に自らの時間も捧げています。それは他者が私たちの中に見る重要な要素の一つです…ライオンズには労働力という要素があり、相手はそれを知って協力を考えてくれるのです。」

事実、視力ファーストには失明の根絶を目指す中で強力なパートナーが集まりました。国際失明予防協会、世界保健機関、カーター・センターなどの数々の政府機関や非政府組織がライオンズの取り組みを支援し、白内障だけでなく糖尿病性網膜症、トラコーマ、オンコセルカ症（河川失明症）と闘いました。

3年にわたり世界中で不断の努力を続けた結果、ライオンズが集めた資金は1994年4月14日に総額US$130,335,734に達して目標を超え、1994年7月1日にはUS$1億4,000万を上回ります。これらの資金はその後10年にわたり、発展途上世界の全域で無数のプログラムや事業に着手し、支援するために役立てられました。

2005年の12月には、獲得されたUS$1億8,200万の資金によって89カ国で758件の事業が行われていました。207の眼科病院の建設・拡張、河川失明症患者6,500万人の治療、83,500人の眼科医療専門家の教育などの事業に加えて、小児失明と闘う世界初の取り組みも開始されました。ライオンズが出資した白内障手術によっても、約460万人の視力が回復されています。

視力ファーストIが資金を提供した事業の成果がこれほどまでに感動的で有効であったため、2005～2006年度の香港国際大会で2回目の資金獲得運動、視力ファースト・キャンペーンIIが正式に開始されました。
盲人の騎士たちは再び、行動への呼びかけに応えたのです。しかし、先進世界でも発展途上世界でも、さらに数百万人が助けを求めていました。視力ファーストはこの地球規模のニーズを満たすべく、まもなく再び事業を展開することになりました。
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